
©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
3

病院 72 巻 11 号 2013 年 11 月 893（61）

   書　   籍　   紹　   介

　2008 年に医師事務作業補助体制加算制度が開始さ
れたのを機に，医師事務作業補助者の数は急速に増加
している．しかし，その仕事については立場や役割が
曖昧で，対応に悩む病院も少なくない．そうしたな
か，2012 年 11 月には『医師事務作業補助マネジメン
トBOOK』（医学通信社）が発刊された．
　本書はそうした流れを受け，医師事務作業補助者の
実践に焦点を当てる．2013 年 4 月に策定・発表され

た「医師事務作業補助業務指針試案」をもとに編纂さ
れており，体系的に最新の知識や作業技術を享受でき
る 1冊となっている．
　章の構成も第 1章「医師事務作業補助とは何か」で
全体を概観したのち，第 2章「医療文書の作成」，第
3章「診療記録の代行入力」，
第 4章「医療の質の向上に資
する事務作業」，第 5章「行
政への対応」と実践的に展開
される．また，第 6章では
「医師事務作業補助者の運用
管理」として具体的な実践例
をもとにマネジメントに関し
ても触れる．
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